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RadioactiveBHCwassynthesizedfromradio･

activebenzene labe11edwith Cll.0.4mc of

benzene-1lClJ(0.1mc/1.32mg)･wasdilutedto

270mgwith non-labelled･benzeneascarrier,

andmadetoreactwithClヱabsorbedincarbon-

tetrach]oride,usinganapparatusshowninFig.

1for'29hoursunderfluorescentlight.Crude

BHC-1･Cll(950mg)wasobtained.

Part王tionchromatographyusingsilicageland

n-hexane saturated with nitromethane was

employedtoseparateeachisomer･After､recrys-
tallization,α-BHC-1-C14470mg,β･BHCll･C14

50mg,γ･BHCl11C1480mg and e･BHC-1･C14

50mgwereobtained_

Radioactiveα･, β･, γ･BHC isomers were

confirmedtobechemicallypurefrom autora-

diogramsofMitchell's paper-chrornatography
metI10d.

ThcwetcombustionmethodusingVanSlyke-

Folchm玩turewasunabletoapplyfordetermi-

nationoftheradioactivityofγ-BHC･1･CIJ,due

toits.sub一imatenaturさ.･

Specificactivityofγ･BHC111C140btailledwas

ca一culatedas0.389lLC/mgfromthatofbenzene･

1-CIJ.Radioactivityofγ-BHC,l･Cllm_easured
byGM counterwas relative一y c一osetothe

calculatedva一ue.
1
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36. r･BECの植物体内への浸透移行につし､て BHCの作用に関する研究 ⅠⅠ･'i 石井象二郎

(放林省出発技術研究所)円城寺定男 ･関口計主 (モ染県立n菜試験場)34.10.4受理[

放射性 γ-BHC乳剤をつくり,稲およびダイズに噴頭,硫下,浸田を行い,γ-BHCがこれら括物
体に浸透し組税を移行するか否かを調べた.オートラジオグラフの結果から-γ-BHCは植物体に浸

透移行し難い化合物であると推定され1:.

措 Ei

.γ･BHCが砥物体内に浸透移行して殺虫作用を現わ

すか召かについて論議があり,実際の苦虫防除に本刑

を使用する上にも重要な間超である. XerrJrlJ.,

Ehrenhardt!), Haines3㌧ Li11y,andFaheyl).

KoehlerandGyrisco5)などはいづれもγ-BHCあ

るいは 1indaneが植物体内に浸透移行することを生

物試験で証明している.一万Starnes6)はγ-BHCを

土盛に施用した場合,拾物体内には移行しないという.

わが国では主としてニカメイチ-ニウ防除に際し,

γ-BHCが稲に浸透移行して作用するか否かで論議が

あったが7㌧ 最近腰原 ･岡本S),岡本 ･腰原91は水稲

移声道前にBHC粉剤あるいはI)-ンデン粉剤を水田土
'感に施用すろと. 1化期ニカメイチュウを防除するこ

とができ,γ･BHCは水稲に吸収移行されてニカメイ

チュウに作用することを示した.

われわれは C14標識 r-BHCを用いてT-BHCが

稲その他の作物に浸透移行するか否かを調べた.供試

放射性γ-BHCの比放射能が,本実験の目的には充分

ではなかったが,得られた結果をとりまとめ報告する.

本研究に種々御配慮下さった千弟大学園芸学部野村

飽-教団,オートラジオグラムの反転,焼付の労をと

られた員技研杉本渥技官に感謝の意を表する.

実 験

1.散 布 試 験

次の組成の放射性γ-BHC乳剤を調製した.

γ-BHC-1-C11 15mg(6.1･C)

T･BHC (Carrier) 35mg

xylene. 1m1. -

TritonxlOO 約 0.1ml_

この原紋を水で稀釈して5mlとした.散布紋0.01ml

は約0.012!LCγ-BHC･1'-Cllを含んでいる.
一千菜県立員菜試験場田場内にビニールハウスを設け,

ポットに植付けた稲 (分けつ 4-5本)に1958年6月

16日に噴霧した.稲は噴霧される茎菜以外はボ])エチ

レンの袋で覆い,稀釈噴霧紋はガラス製噴霧器に入れ,

二速球を用いて,ビニールハウスの一端より噴宕した.

散布4時間後の稲を常法に･より富士レントゲンフイ
l

半本研究は文部省科学研究史による.結果の一部は1959年4月日本応用動物昆虫学会で発表した.
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ルムに172日間感光させた結果は第1図のようである. BHCが揮発して周囲に沈著したものかわかちないが,

黒点は放射性γ-BHCが附宕した部分と考えられ,そ オートラジオグラムの結果では附宕した部位の周巨削こ

の周囲も明らかに感光している.一部分を拡大したの も放射経が存作することは儲かである.

が弟2図である(白黒は逆となっている).細胞内に浸 2.塗 布 試 験

透して移行したものか,葉の表面に附宕した放射性γ- 前項散布液を水稲の築身,ダイズの薬の裳面にビペ
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Fjg.1. A:Autoradiogram ofriceplantsprayed withradioactive

T-BHCenulsioJl. B:EnlargementoftherectangularblockofA･

Fig.2_ A･Riceplanttreated with dropsofradjoactive γ-BHC
emu一sion on leaves. Allowsshow leavestreated with theemu一sion,

B:Autoradiogram ofthericeplant.
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血管

Fig.3 A:SoybeanplanttreatedwithadroporradioactiveTIBHC

emulsion.Allow showstreatedleaf.PllytOtOXicinjuryisobservedonthe

droppedarea: B:Autoradiogram ofthesoybeanp一ant.

ットより滴下し,4日後に採取し滴下部位より他茎葉

に移行したか否かをオートラジオグラフ法により調べ

た.152日間感光させたオートラジオグラムを第2,3

図に示す.塗布部位の周辺には放射能が検出されたが,

他の茎菜にはほとんど放射能が認められず,附着生に

比して移行した立は極めて微虫であると考えられる.

ダイズのオートグラムではⅩ線フイルムで他の茎柴に

やや感光していたが,反転,焼付の結果は全く消失し

ている.

3.浸 根 試 験

γ-BHC-1-C14 3.2mg

xylene 0,1ml

TirtonxlOO 2滴

これに水 125mlを加えて乳剤とした.γ-BHCの

氾度は約 25.6ppm に相当する.稲酋 (播種後50El,

分けつ3本)の根をあらかじめ水にa'さけ,新顔を発生

させてから,前記放射性BHC乳剤を入れた100m1三

角瓶に板を浸け,茎を綿で巻き三角瓶の口を聞くつめ

た.更にその上をビニールで摂った.一万全く同様な

方法で根を水TIけに浸流して対照とした.乳剤に済け

た根は新根の伸長が悪く,a-が巻縮してきた.T-BHC

乳剤による薬害と考えられる.

48時間浸根後常法によってオートラジオグラフとし,

157日後現像した結果が第4図 である.巌及び茎下S,

下垂には強い放射能を検出するが,上市の掌典ではは
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とんどこれを検出できなかった.下部の放射能は根か

ら吸収され上昇したか,あるいは界面活性で柿の表面

を上昇したのか判定できない.

4.菜の浸出試験

2の実験で処理部より他茎葉への移行が認められな

かったので,黄身を放射性γ-BHC乳剤に投班し,他

の茎窮に γ一BHC が移行するか否かを調べた. 析苗

(3の実験と同じ酋)の根を水を入れた100ml三角瓶に

挿し,茎の周囲を綿栓で固定した.一枚の染身を曲げ

て3のγ-BHC-1-Cld乳剤に9日間浸江Ijした.浸漬期

間の末鵜には掛 ブた架は黄変し,枯れたと考えられる.

124日間感光させたX線フィルムの像を第5図に示す.

浸班した菜は強く感光したが,他の部分ではほとんど

放射能を検出し得なかった.γ一BHC の氾度が高かっ

たため薬が柄死したと考えられるので,それ以上長期

間の浸班は榊志味と患われる.

考 嚢

γ-BHC が植物体に吸収され,移行して殺虫力を現

わすか否かは論議があり,最近の研究ではγ-BHCは

植物体に染透移行することが穀虫試験の結果から証明

されている.しかし最初の附若虫に対し浸透移行した

屯ははっきりしていない.

本実験の結果は,γ-BHC の附若した部位から他の

茎薬への移行を明確に証明することができなかった.
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Fig･4･ A=Ricep一ants,rootsofthem wereimroersedinradioactive
TIBHCemulsion. B=Autoradiagram ofthericeplants･

:;A-㌔

.B
Fig･5･ A ‥Riceplants,leafbladesofthem wereimmersedin
fadioactiveγ-BHCemulsion.Allowshowsimmersedleaves･

B:Autoradiogram ofthericeplants,

その原因としてγ-BHC-1IC11の比放射能が,租物体

への浸透移行の実験を行うには弱かったことが挙げら

れる.比放射能が弱いため, 塗凧 安穏などの供試

BHC乳剤の温度を高くしたが,これが典書の原因と

なり,吸収,移行はかえって阻害されたと考えられる･

散布実験では附宕部位の周辺に明らかに放射能を感

知したが,附LLL部位より吸収され,細胞を通って移行

したものか,坪発して周辺に鉱がったものか判定でき

ない.しかしいずれにしろγ-BHCはJ'&作数時胤後に

は附L'･部位より拡がって存在することは継かである･

浸透移行したと仮定した場合,附L'･したγ-BHCが,

内恥 こ移行して分解されるか否かが関税である･本実

験では処理部以外の茎菜をオートラジオグラフ作成と

同時に n-ヘキサンで投出し.抽出液をペーパークロ

マトグラフ法で展開し10㌧ オートラジオグラムとし

てγ-BHC放び その分解物の依詔を試みたが,150日
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前後の露光期間にもかかわらずいずれも感光しなかっ

た.供試放射性γ-BHCはペーパークロマトグラムで

は 2FJgあれば検出できると考えられるので, この実

験で浸透移行したとしても,その良は最初の附岩出に

比べて極めて放免であったといわなけil.ぱならない.

本実験で班用した乳剤は,浴剤としてキシレン,罪

面活性剤として Tritonxl00 である.これらは放物

体への浸透移行の研究目的には不適当であったかもし

れない.しかしより明確な結論を導くにはより比放射

能の強いγ-BHCを用いる必要があろう.

γ-BHCは植物体に浸透し,他茎∃掛こ移行し易い殺

虫剤ではないと考える. ノ

ー 摘 要

γ-BHC･1･C14(比放射能0.398JJc/mg),キシレン,

TritonxlOOを組成とする乳剤を調製し,水で稀釈し

て稲,ダイズに唄雷,琉下,浸汲,浸根して,r･BHC

がこれらの植物体円に浸透移行するか石かを試験した,

オートラジオグラフィーの結果から,附宕部位の周辺

には明らかに放射能を検出できたが,他の茎葉ではほ

とんど検出できなかった.比放射能のより近いγ-BHC

で追試すれば.植物体円への浸透移行を証明すること

ができるかも知れない.しかしγ-BHCは植物体内に

浸透移行し難い化合物であろう.
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RadioactiveT-BHC emulsion,consisting of

γ-BHC･1･CIJ(0.398ILc/mg),Ⅹylene,tritonX-

100,andwater,waspreparedtostudysystemic

Actionofγ-BHCinplants.Whentheradioactive

emulsionwassprayedordroppedonleafb一ades

ofricep一ant,orofsoybeanp一ant,radioactivity

vasfoundonthedepositedsitesanda一soon

thesurroundingareas,butnoton血eo仏er

tillersorleaves,asseeninfigs.1,2and3.

When roots orleaves.Ofrice plantwere

immersedin theradioactiveemulsion,strong

radioactivitywasdetectedonthetreatedroots

orleaves,butusuallynoton theupperor

untreatedleaves,asshowninE主gs.4and5.

Theresultsobtained areratherinconsistent

with somepreviousstudies,whichha寸ebeen

shown by using bioassay,thatγ-BHC has

systemicaction.

Inordertomakethispointclear,radioactive

T-BHCwith astrongerspecificactivitywillbe

required.

Itmaybeconcluded,thatr-BHC doesnot

easilypenetratethep一antcutic一enortranslocate

withintheplanttissues.

EfEcctoEChlorinalcdTerphenylOZIEv叩OrationofAT･BHC.ModeofActionofBHC.ⅠⅠⅠ.

ShozirolslIIr(NationalInstituteofAgriculturalSciences,Nishigahara,Tokyo)andAkira

MATStJZIA(Sh享zuoka AgriculturalExperimentStation,Shizuoka)･ReceivedOct･4,1959･

BoEyu･Kagaku,24,188,1959(withEnglishresume,191)

37. γ-BHCの残効と効力持続剤 chlorinated一erphcJlylの効果 BHCの作用に関する研究III.

石井象二郎 (出林省E3業技術研究所)･松田 明 (静岡県立出菜試敵城)34.10.4受理

CIJ揺劫 γ-BHC乳剤に chlorinatedterphenyl(Aroc]or5460)を加え,γ･BHCの揮発が抑 -J

制されるか否かを放射能の減少から調べた.Clllorinatedterpllenylを加用すると r･BHC の減

少速度は抑えられるが,野外で作物害虫に chlorinatedterpheny]加用 BHC 剤を用いても,

その殺虫力の持続はあまり期待できないであろう.
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